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Research Abstract

CD19、CD22の発現量はB細胞の抗原レセプターのシグナルを質的、量的に変化させることによりB細胞トレランスの制御、⾃⼰抗体の産⽣に深く関与していることが⽰唆されている。そ
こで膠原病患者でもB細胞におけるCD19、CD22の発現量の異常が⾃⼰抗体産⽣に関与しているという仮説の下、膠原病患者由来のB細胞上のCD19、CD22などの細胞表⾯抗原の発現量
を検討した。全⾝性強⽪症(SSc)患者ではCD19の発現量は健常⼈と⽐較して20%増加していた。また、CD19はB細胞上ではCD21と結合し、CD19/CD21複合体を形成している事実と合
致して、CD21発現量もSSc患者では健常⼈と⽐較して23%増加していた。しかしながら、SSc患者由来B細胞上のCD20、CD22、CD40の発現量は健常⼈と同程度であった。上述した如
く、SSc患者由来B細胞ではCD19の発現量が20%だけ増加していた。この20%にすぎない増加が⾃⼰免疫誘導に直接関連しているかを明らかにするため、CD19発現量を同様に16%だけ
増加させたCD19トランスジェニックマウス(TG-4)における⾃⼰抗体産⽣を検討した。TG-4マウスではIgM抗2本鎖DNA抗体価を除いて、抗1本鎖DNA抗体、抗ヒストン抗体、抗2本鎖
DNA抗体、リウマトイド因⼦(RF)が⾎清中で野⽣型マウスに⽐べて有意に上昇していた。しかしながら、SScに特異的な抗セントロメア抗体、抗トポイソメラーゼI抗体は検出されなかっ
た。このようにSSc患者での⾃⼰抗体産⽣などの⾃⼰免疫現象はB細胞上のCD19、CD21の発現量の増加と関連している可能性が⽰唆された。
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